
令和５年 10 月 23 日 

                         原子力安全対策課 

                         ( ０ ５ － １ ８ ) 

                         ＜15 時記者発表＞ 

美浜発電所３号機の第 27 回定期検査開始について 

 このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 

記 

 美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉：定格電気出力 82.6 万 kW）は、令和５年 10

月 25 日から第 27 回定期検査を実施する。 

 定期事業者検査※を実施する主な設備は、次のとおりである。 

※ 原子炉等規制法の改正（令和２年４月１日施行）により、新検査制度が導入され、これまで定期検査の

中で行われていた検査のうち、原子力規制庁による施設定期検査は廃止された。また、定期事業者検査

については事業者の責任が明確化され、原子力規制庁は、「原子力規制検査」として事業者の全ての保

安活動を監視することとなった。 

（１）原子炉本体 
（２）核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 
（３）原子炉冷却系統施設 
（４）計測制御系統施設 
（５）放射性廃棄物の廃棄施設 
（６）放射線管理施設 
（７）原子炉格納施設 
（８）その他発電用原子炉の附属施設  



１ 主要工事等 

化学体積制御系統 抽出水オリフィス取替工事    （図－１参照） 

余熱除去系統の信頼性向上の観点から、プラント起動時に化学体積制御系統

を用いた１次冷却材系統の圧力調整が実施できるよう、当該系統の抽出水オリ

フィスを口径の大きいものに取り替える。 

２ 設備の保全対策 

２次系配管の点検等        （図－２参照） 

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配管 753

箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。 

また、過去の点検において減肉傾向が確認された部位 12 箇所、配管取替時

の作業性を勘案した部位 41 箇所、今後の保守性を考慮した部位 36 箇所、合計

89 箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配管に取り替える。 

３ 燃料取替計画 

燃料集合体全数 157 体のうち、57 体（うち、48 体は新燃料集合体）を取り替

える予定である。 

４ 今後の予定 

原子炉起動・臨界  ：令和６年１月中旬 

発電再開（調整運転開始） ：令和６年１月中旬 

定期検査終了（営業運転再開） ：令和６年２月中旬 



美浜発電所３号機 第27回定期検査の作業工程
令和５年10月25日から以下の作業工程で実施する。

令和５年10月 令和５年11月 令和５年12月 令和６年１月

主

要

工

程

令和６年２月

１次冷却材系統
漏えい検査

:主要作業予定

:その他作業予定

起動前弁点検

出力上昇試験

並列
(１月中旬予定)

総合負荷性能検査
(２月中旬予定)

起動試験
起動試験

１次冷却材
系統降温

原子炉容器開放

燃料取出

１次系ポンプ弁点検

燃料装荷

原子炉容器組立

解列
10月25日（予定）

化学体積制御系統 抽出水オリフィス取替工事



図－１ 化学体積制御系統 抽出水オリフィス取替工事

工事目的

余熱除去系統の信頼性向上の観点から、プラント起動時に化学体積制御系統を用いた１次冷却材
系統（ＲＣＳ）の圧力調整が実施できるよう、当該系統の抽出水オリフィスを口径の大きいものに取り
替える。

工事概要

＜系統概要図＞
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圧力低下により沸騰する可能性のある温度に達する前に、
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＜プラント起動時のＲＣＳの温度と圧力の推移＞
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＜抽出水オリフィス概要図＞
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図－２ ２次系配管の点検等

工事概要

「２次系配管肉厚の管理指針」
の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 1,532 654

その他部位 1,015 67

合計 2,547 721

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

今定期検査において、753箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。
＜超音波検査（肉厚測定）：721箇所、内面目視検査：32箇所＞

○２次系配管の管理指針に基づく内面目視点検
高圧排気管の直管部32箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

＜系統別概要図＞

過去の点検において減肉傾向が確認された部位12箇所、配管取替時の作業性を勘案した部位41箇所、今後の保守性

を考慮した部位36箇所、合計89箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配管に取り替える。

概略図

【取替理由】

①過去の点検で減肉傾向が確認されている
ため計画的に取り替える箇所（12箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 11箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 １箇所

②配管取替時の作業性を勘案して
取り替える箇所（41箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 35箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 ６箇所

③今後の保守性を考慮して取り替える箇所
（36箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 33箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 ３箇所

［合計 89箇所］
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【凡例】

：主蒸気系統

：給水系統

：復水系統

：ドレン系統

：主な配管取替箇所


